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今
回
の
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
（
以
下
、
全
曹
青
）
の
活
動
紹

介
は
、
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

全
曹
青
は
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
以
下
、
全
日
仏
青
）
を

通
し
て
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
（T

he W
orld Fellow

ship of 
Buddhist Y

outh　

以
下
、Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
は
、
世
界
の
仏
教
徒
が
交
流
友
好
親
善
を
図
る
と
と

も
に
、
仏
教
の
崇
高
な
教
義
の
普
及
と
世
界
平
和
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
て
、
一
九
七
二
年
に
設
立
さ
れ
た
世
界
最
大
の
仏
教

青
年
会
で
あ
り
、
十
六
ヶ
国
、
四
十
二
の
国
を
代
表
す
る
仏
教

団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
加
盟
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
最
高
の
議
決
機

関
と
し
て
二
年
に
一
度
開
か
れ
る
世
界
仏
教
徒
会
議
、
世
界
仏

教
徒
青
年
会
議
、
世
界
仏
教
徒
大
学
会
議
が
二
〇
一
八
年
十
一

月
、
千
葉
県
成
田
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
や
大
本
山
總
持
寺
を
会
場

と
し
て
日
本
で
約
十
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
テ
ー

マ
は
「Com

passion in A
ction 

慈
悲
の
行
動
〜
生
死
の
中

（
十
二
）

世界大会（總持寺で）

「
国
内
外
に
お
け
る

	

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
の
国
際
活
動
」

	

広
報
委
員
　
高
栁
龍
哉
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に
見
出
す
希
望
〜
」
で
し
た
。
開
催
国
と
し
て
、
そ
の
貴
重
な

機
会
に
あ
わ
せ
て
仏
教
興
隆
を
は
か
る
た
め
の
式
典
や
法
要
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
数
多
く
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ

役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
全
曹
青
か
ら
日
本
人
初
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ

会
長
と
し
て
村
山
博
雅
顧
問
が
就
任
し
た
の
を
は
じ
め
と
し

て
、
副
会
長
・
倉
島
隆
行
顧
問
、
顧
問
・
松
岡
広
也
国
際
特
別

委
員
、
会
計
次
長
・
村
上
徹
信
国
際
委
員
長
、
事
務
局
次
長
・

高
栁
龍
哉
広
報
委
員
が
就
任
し
、
現
在
、
世
界
仏
教
の
一
翼
を

全
曹
青
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
で
は
、十
一
あ
る
委
員
会
で
様
々
な
行
事
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
大
き
な
行
事
の
一
つ
に
「
国
際
仏

教
徒
青
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム（International Buddhist Y

outh 
Exchange　

以
下
、Ｉ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
）」が
あ
り
ま
す
。Ｉ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
は
、

年
に
一
度
ア
ジ
ア
諸
国
で
開
催
さ
れ
、
将
来
の
社
会
的
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
、
青
少
年
の
国
際
交
流
や
伝
統
的
仏
教
文
化
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
に
参
加
し
た

青
少
年
が
、
大
人
に
な
り
各
国
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
の
役
員
と
し
て
世
界
へ
出
て
Ｉ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
仏
教
興
隆
へ
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
七
年
西
日
本
、
二

〇
一
三
年
福
島
、
二
〇
一
五
年
東
京
・
横
浜
、
二
〇
一
七
年
宮

城
の
四
回
と
な
り
ま
す
。
最
近
に
お
け
る
こ
の
高
い
開
催
頻
度

マレーシア仏教青年会国際交流プログラム
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●
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

全
曹
青
広
報
委
員

高
栁
龍
哉

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
所
属

全
曹
青
第
二
十
二
期
全
日
仏
青
特
別
委
員
、

第
二
十
三
期
広
報
委
員

全
日
仏
青
第
二
十
一
期
事
務
局
次
長
・
国

際
副
委
員
長
、
第
二
十
二
期
国
際
委
員

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
事
務
局
次
長

は
、
世
界
の
仏
教
徒
か
ら
日
本
仏
教
へ
の
強
い
関
心
の
あ
ら
わ

れ
で
も
あ
り
、
と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
広
く
世
界
に

広
ま
っ
て
い
る
日
本
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
が
、
そ
の
関
心
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
青
年
会
か
ら
十
五
名
が
来
日
、

福
島
県
い
わ
き
市
の
曹
洞
宗
寺
院
醫
王
寺
に
て
茶
道
、
書
道
、

香
道
、精
進
料
理
、
応
量
器
展
鉢
、
暁
天
坐
禅
、
施
食
会
の
随
喜

な
ど
の
禅
修
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
茶
道
で
は
抹
茶

を
点
て
、書
道
で
は
筆
を
持
ち
、
香
道
で
は
お
香
を
焚
き
、
暁
天

坐
禅
で
は
足
を
組
み
、
朝
課
で
は
共
に
お
経
を
唱
え
、
施
食
会

で
は
お
焼
香
を
し
、
参
加
者
自
身
で
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
の
実
践
を
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
二
月
に
は
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
に
あ

る
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
本
部
に
て
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
を
体
験
す
る
「
バ
ン
コ
ク

参
禅
布
教
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
員
三
十
名
の
と

こ
ろ
、
五
十
名
を
超
え
る
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

村
山
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
会
長
は
就
任
後
、
互
い
を
敬
い
、
仏
教
文
化

交
流
を
推
し
進
め
、
お
互
い
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
将
来
を
見
据
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
養
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体

系
の
構
築
を
推
進
し
て
い
く
と
共
に
、
日
本
仏
教
の
「
和
の
精

神
」
や
「
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ‒

Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
の
国
際
社
会
へ
の
宣
揚
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

坐禅研修の様子
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